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地域自主防犯活動活発化促進事業 

実施結果報告書 

 

１団体名 上池コミュニティ防犯パトロール隊 

２事業名 目指せ！！地域の絆で犯罪ゼロのまち 

３事業実施 

結果 

 上池コミュニティ防犯パトロール隊は、上池コミュニティの役員を中心に

構成されており、毎月２回の徒歩による昼夜の防犯パトロールと、毎週２日、 

昼夜２回ずつの青色防犯パトロール車による青色防犯パトロールを実施し

ている。 

 本防犯隊の活動区域である上池区は、半田市北部に位置する住宅地域で、

宅地分譲開発が進んでおり、昨年度には、住民票登録世帯数が２，０００世

帯を超え、市内でも有数のマンモス区になりつつある。 

このため、地域の結びつきを深め、防犯・防災の連携を図るため、自治組

織への加入を呼びかけ、さらに防犯・防災活動の強化に努めている。 

このたび、地域自主防犯活動活発化促進事業として、新たに地域住民の防

犯意識の高揚を図るため、啓発イベントを実施するとともに、防犯パトロー

ル体制の強化、防犯カメラの設置等により、犯罪抑止の効果を高め、地域を

あげて、犯罪の無い安全なまちづくりのため活動してきた。 

 

 住宅侵入盗及び自動車盗の撲滅を図るため、具体的に以下のとおり事業を

実施した。 

 

１ パトロール体制の強化（Ａ事業） 

○ 本防犯隊では、徒歩による昼夜間の防犯パトロールを月２回実施して

いるが、毎回、本区内コミュニティ役員の全員参加を原則として増員、

体制を強化した。 

   また、防犯ジャンパー、防犯たすき、夜間パトロール用懐中電灯、防

犯提灯等の防犯パトロール資材を購入整備し、パトロール意識の高揚を

図った。 
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○ 青色パトロールカーについて、軽乗用車タイプを 1車両増車し、装備

も充実することにより、これまでの軽トラック１車両・２名乗車タイプ

に加え、２車両の青色パトロールで、地域をきめ細かくパトロールする

ことにより、防犯に対する地域住民の意識を更に高めるとともに、未然

に犯罪を抑止する効果を高めた。 

 

 

２ 住宅対象侵入盗、自動車盗を撲滅するための啓発イベントの企画・実施

（１回実施）及び街頭啓発活動の実施（４回）（Ｂ事業） 

○ 上池公民館における防犯啓発イベント（防犯講演 10/15実施）や街頭

啓発の実施（年間４回） 

上池区の行事である、防災訓練（９月１０日）・運動会（９月２４日）・

上池公民館文化祭（１０月２９日）・ウォーキング大会（１１月１２日）

等で、半田市や警察署の関係者にも御協力いただき、住宅対象侵入盗及

び自動車盗の撲滅のための啓発イベントを実施した。その際、住宅対象

侵入盗及び自動車盗の被害防止のちらしや防犯トイレットペーパー、非

常用ホイッスルなどの啓発品を配布して注意を呼び掛け、地域住民の防

犯意識の高揚を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

夜間パトロールの状況 
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○ 後継者を育成するための人材育成講座の開催 

上池区役員を中心に、青色パトロール講習会（１１月２９日、１２月  

５日・７日開催）に参加し、パトロール技能の向上、知識の習得を図っ

た。 

 

３ 隣接地域と連携した防犯パトロール等の実施（Ｃ事業） 

○ 隣接地域（横川小学校区４区）と協力・連携し、広域で一体となった

防犯活動を実施するため、マグネットシートを貼付して、合同で防犯パ

トロールを実施するなど、地域が一体となった防犯啓発活動を展開し

た。 

    また、青色パトロール車による相互乗り入れ巡回を実施した。 

 

４ 挨拶・声かけ運動（Ｄ事業） 

○ 地域の連帯感を強化するため、住民同士の挨拶運動を実施した。あわ

せて、地域外からの訪問者への声かけ運動を実施した。挨拶・声かけ運

動を住民の方々に周知するため、自治区の役員会を通じてチラシ、ステ

ッカー等を配布した。また、防犯パトロール隊の徒歩パトロール時には、

出会った人々に積極的に声かけを実施した。 

 

 

 

 

 

 

ウォーキング大会における啓発活動 
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５ 防犯カメラの設置による犯罪抑止・効果検証（Ｅ事業） 

○ 住宅対象侵入盗及び自動車盗などの街頭犯罪に対する抑止効果が高

く、有用な防犯設備である防犯カメラを、資源の持ち逃げ等の犯罪が多

発し、地域住民から設置の要望がある、上池区内の資源回収拠点３か所

に設置し、犯罪の抑止を図った。また、防犯カメラの設置の効果を高め

るため、防犯カメラ設置作動中のサインやシールを目立つところに貼

り、防犯カメラの設置を外部から見える形で示すとともに、地域住民の

安心感を醸成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町内における防犯カメラの設置状況 
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４成果と課題

及び今後の

取組み 

（１）事業実施の成果及び課題 

 前述のとおり事業を実施した結果、地域の防犯意識が高まり、本事業と並

行して、地域公民館に Wi-Fi 環境を利用した防犯カメラシステムを自費導

入するとともに、半田市からの補助事業により、本事業と別な場所に２か所、

４台の防犯カメラを新設することとした。 

 また、本事業実施の成果により、青色防犯パトロールを含めた、防犯パト

ロール体制の強化、防犯パトロール意識の高揚が図られた。 

 さらには、本区上池区にとどまらず、隣接校区間で青色防犯パトロール車

の相互乗り入れ巡回を実施するなど、小学校区（４区）を単位とした地域で

の防犯協力体制が構築された。 

 

（２）今後の取組み 

毎月開催する、区の役員会や、回覧版での市報の配布等を通じて、青色防

犯パトロール隊の新規隊員を募集し、隊員を増員することで、青色パトロー

ル隊の体制の強化と充実を図る。 

具体的には、現在の１組２名でのパトロールを１組３名以上とし、徒歩で

の防犯パトロール隊も月２回から毎週１回程度に回数を増加する。 

 また、これまでは、青色パトロール隊及び防犯パトロール隊は、ともに区

の無償ボランティア活動としてお願いしてきたが、今後は、区から若干の謝

礼を提供することとし、「やりがい」と一層の防犯意識の高揚を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


